
 

経 済 史 研 究 会 を 下 記 の 通 り 開 催 い た し ま す 。  
⼤ 学 院 ⽣ を 含 め 多 く の 研 究 者 の 参 加 を お 待 ち し て い ま す 。  
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ワシントン体制と⽇本 

酒井 ⼀⾂ 九州産業⼤学国際⽂化学部教授 

ワシントン体制評価の相対化 第
１
報
告 

対⾯(⼤阪経済⼤学 D 館３階 D32 教室) および  

参加ご希望の⽅は下記フォームよりお知らせください 

大阪経済大学 日本経済史研究所 
〒533-8533 ⼤阪市東淀川区⼤隅 2-2-8 

https://www.osaka-ue.ac.jp/research/nikkeisi/ 
TEL︓06-6328-2431  E-MAIL︓ nikkeisi@osaka-ue.ac.jp 

https://forms.gle/uGVXj6gnVxwDtgvd6 

中⾕ 直司  帝京⼤学⽂学部准教授 

第⼀次世界⼤戦を契機に東アジアの 
国際秩序はどのように変化したか 
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報告者からのコメント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タイムスケジュール 

１３︓００〜１４︓００ 第１報告 

１４︓００〜１４︓３０ 質疑応答 

１４︓４０〜１５︓４０ 第２報告 

１５︓４０〜１６︓１０ 質疑応答 

１６︓２０〜１７︓００ 討 論 

 

「第⼀次世界⼤戦を契機に 
東アジアの国際秩序はどのように変化したか」 

 

 「ワシントン体制」という専⾨⽤語を使うか使わないかに関係なく、第⼀次世界⼤
戦とその後のいくつかの国際交渉によって、東アジアの国際秩序の性格が⼤きく変化
したと主張するにたる歴史的な証拠がある。そのことを、当該期の⽇⽶英関係に焦点
を合わせて明らかにする。 

（中⾕直司） 

「ワシントン体制評価の相対化」 
  

旧外交的か新外交的かという点でワシントン体制の評価はわかれる。しかし、ワシン
トン体制の時期、⽇本は⺠主化が進む⼀⽅で不況にあえいでいた。また、アメリカなど
での⽇本⼈差別も解消されなかった。ワシントン体制は、⽇本の世論には必ずしも歓迎
されなかったのではないか。 

この点を、帝国⽇本の拡⼤と⼈種主義の観点から考察する。それにより新旧外交論
の評価軸を相対化し、あらためてワシントン体制の意味を提起したい。 

（酒井⼀⾂） 


